
（単位：千円）

令和４年度 令和３年度 比較（A-B） 増減率(％)

A B C C／B

歳 入 内 訳 歳 出 内 訳
　(目的別）

市 税 5,992,861 千円（構成比 25.4 ％，対前年度比較 193,638 千円） 民 生 費 7,881,414 千円（構成比 34.7 ％，対前年度比較 △ 648,436 千円）

国 ・ 県 支 出 金 5,521,876 千円（構成比 23.4 ％，対前年度比較 △ 717,469 千円） 衛 生 費 3,642,426 千円（構成比 16.0 ％，対前年度比較 699,275 千円）

地 方 交 付 税 4,778,222 千円（構成比 20.3 ％，対前年度比較 △ 100,018 千円） 総 務 費 2,251,333 千円（構成比 9.9 ％，対前年度比較 △ 263,423 千円）

市 債 2,334,800 千円（構成比 9.9 ％，対前年度比較 605,400 千円） 教 育 費 2,066,482 千円（構成比 9.1 ％，対前年度比較 121,137 千円）

繰 入 金 736,754 千円（構成比 3.1 ％，対前年度比較 △ 29,523 千円） 公 債 費 1,792,288 千円（構成比 7.9 ％，対前年度比較 578 千円）

繰 越 金 599,034 千円（構成比 2.5 ％，対前年度比較 △ 342,267 千円） 土 木 費 1,721,190 千円（構成比 7.6 ％，対前年度比較 379,362 千円）

そ の 他 3,620,759 千円（構成比 15.4 ％，対前年度比較 1,675 千円） そ の 他 3,365,901 千円（構成比 14.8 ％，対前年度比較 △ 446,294 千円）

合 計 23,584,306 千円（構成比 100.0 ％，対前年度比較 △ 388,564 千円） 合 計 22,721,034 千円（構成比 100.0 ％，対前年度比較 △ 157,801 千円）

　(性質別） （単位：％）

扶 助 費 4,244,804 千円（構成比 18.7 ％，対前年度比較 △ 657,505 千円） 早期健全化

人 件 費 3,755,091 千円（構成比 16.5 ％，対前年度比較 55,299 千円） 基　準

補 助 費 2,967,724 千円（構成比 13.1 ％，対前年度比較 △ 502,759 千円）

物 件 費 3,190,399 千円（構成比 14.0 ％，対前年度比較 272,399 千円）

投 資 的 経 費 3,785,833 千円（構成比 16.7 ％，対前年度比較 957,974 千円）

繰 出 金 2,338,452 千円（構成比 10.3 ％，対前年度比較 17,786 千円）

積 立 金 292,046 千円（構成比 1.3 ％，対前年度比較 △ 216,053 千円）

そ の 他 2,146,685 千円（構成比 9.4 ％，対前年度比較 △ 84,942 千円）

合 計 22,721,034 千円（構成比 100.0 ％，対前年度比較 △ 157,801 千円）

※ 各種指標は現在国・県において内容確認中であり、確定数値ではありません。

※ 「決算に係る主要な施策の成果に関する報告書」Ｐ１３参照

（単位：千円）

（単位：千円）

※ 「決算に係る主要な施策の成果に関する報告書」Ｐ２参照

一般会計

歳 出

令和４年度　館山市決算概要

特　別  会　計

一般会計

歳 入 235億8,430万6千円

94.9 89.6 5.3

増　減

227億2,103万4千円 一　般  会　計

各 種 財 政 指 標

△ 1.6

経 常 収 支 比 率

－

－ －

歳入決算額 歳出決算額 形式収支

－

実 質 赤 字 比 率
（ 普 通 会 計 の 赤 字 比 率 ）

連 結 実 質 赤 字 比 率
（ 全 会 計 の 赤 字 比 率 ）

実 質 公 債 費 比 率
（ 資 金 繰 り の 危 険 度 を 表 す ）

将 来 負 担 比 率
（ 将 来 の 財 政 運 営 の 危 険 度 を 表 す ）

26.7

6.1 5.5

△ 5.5

0.6

歳 入 総 額 （ ① ）

各 種 指 標

１　決算規模及び実質収支

△ 21.1△ 230,763

実 質 収 支 （ ③ － ④ ）

△ 0.7△ 157,80122,878,83522,721,034

形 式 収 支 （ ① － ② ＝ ③ ）

△ 25.6△ 252,988989,002

歳 出 総 額 （ ② ）

1,094,035863,272

13.11

（ 財 政 運 営 の 弾 力 性 ）

区 分

18.11

736,014

21.222,225105,033127,258翌 年 度 へ の 繰 越 財 源 （ ④ ）

令和４年度 令和３年度

△ 388,56423,972,87023,584,306

２　市債　残高

　令和４年度末 市債残高 189億2,592万1千円（前年度比　＋6億1,226万3千円　+3.3％）

□清掃センター基幹的設備改良事業及び館山中学校新校舎の整備が本格化したことに加え、排水路改良

工事、食のまちづくり拠点施設（グリーンファーム館山）の整備を実施したことなどによる増

３　基金　現在高

　令和４年度末 基金現在高  67億7,148万7千円（前年度比 ＋1億273万8千円 ＋1.5％）

　うち、財政調整基金現在高 28億2,088万8千円（前年度比 +4億9,502万9千円 +21.3％）

□財政調整基金の取り崩しを行わなかったことや、令和3年度決算剰余金の積立などによる増

※ 「決算に係る主要な施策の成果に関する報告書」Ｐ１４～１５参照

350.021.2

国 民 健 康 保 険 5,977,370 5,719,574 257,796

後 期 高 齢 者 医 療 848,991 846,723 2,268

介 護 保 険 6,398,042 6,033,186 364,856

会 計 名

25.0

新型コロナウイルス感染症対応にかかる決算状況

560,789 △ 120,173

区 分 収入

503,059

440,616

下 水 道 事 業 会 計

支出 差引収支

472,311 30,748
収 益 的 収 入 及 び 支 出

（消費税及び地方消費税を除く）

資 本 的 収 入 及 び 支 出

（消費税及び地方消費税を含む）

市税

25.4

国・県支出金

23.4
地方交付税

20.3

市債

9.9

繰入金

3.1

繰越金

2.5

その他

15.4

歳入（構成比） 単位：％

民生費

34.7 

衛生費

16.0 

総務費

9.9 

教育費

9.1 

公債費

7.9 

土木費

7.6 

その他

14.8 

歳出（目的別構成比） 単位：％

【 館山市情報提供 】

令和５年８月３０日 総務部 行革財政課

担当者：行縄 連絡先：0470-22-3291

【 主な増減理由 】

〇 市税（市民税の増、特例措置の終了による固定資産税の増）

○ 国県支出金（前年度実施の住民税非課税世帯臨時特別給付金に伴う国庫補助の減

令和元年房総半島台風等にかかる災害復旧関係県補助の減）

○ 地方交付税（特例交付の減）

○ 市債（清掃センター基幹的設備改良事業の実施などによる増）

〇 繰入金（庁舎建設基金繰入額の減）

○ 繰越金（令和元年台風災害に伴う繰越事業の減）

※「決算に係る主要な施策の成果に関する報告書」Ｐ５～７、Ｐ９参照
【 主な増減理由 】

（目的別）

○ 民生費 （子育て世帯・住民税非課税世帯等への臨時特別給付金の減）

○ 衛生費 （清掃センター基幹的設備改良事業費の増）

○ 総務費 （減債基金積立金の減）

○ 教育費 （館山中学校整備費の増、館山若潮マラソン大会委託料の増）

○ 土木費 （国道127号交差点新設事業費の増、排水路改良工事費の増）

（性質別）

○ 扶助費 （子育て世帯・住民税非課税世帯等への臨時特別給付金の減）

○ 補助費 （過年度補助金返還金の減、下水道事業会計負担金の減）

○ 投資的経費（清掃センター基幹的設備改良事業費（工事費等）の増、

食のまちづくり拠点施設整備事業の増、館山中学校整備費の増、

生産拠点漁港市場機能強化事業補助金の増、館山港修築工事負担金の増）

○ 物件費 （清掃センター基幹的設備改良事業費（委託料）の増、

物価高騰による電気使用料の増）

○ 積立金 （減債基金積立金の減）

※「決算に係る主要な施策の成果に関する報告書」Ｐ８、１０～１１参照

健

全

化

判

断

比

率

単位（千円）

国県支出金 繰入金 その他 一般財源

令和2年度 6,027,407 5,565,103 140,500 296,800 25,004

令和3年度 2,489,269 1,980,226 154,487 302,148 52,408

令和4年度 1,675,396 1,313,564 128,186 162,400 71,246

合　計 10,192,072 8,858,893 423,173 761,348 148,658

財　源　内　訳
決算額

資料３


